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基 発 0 1 1 5 第 ５ 号 

平成 26 年１月 15 日 

 

都道府県労働局長 殿 

 

厚生労働省労働基準局長 

                         （ 公 印 省 略 ）  

 

 

安全衛生特別教育規程の一部を改正する告示の適用について 

 

 

安全衛生特別教育規程の一部を改正する告示（平成 25 年厚生労働省告示第 363

号）が平成 25 年 11 月 29 日に公示され、平成 26 年 12 月１日から適用することと

されたところである。その改正の趣旨、内容等については、下記のとおりである

ので、関係者への周知を図るとともに、その運用に遺漏なきを期されたい。 

 

記 

 

第１ 改正の趣旨 

労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号。以下「法」という。）第 59 条第３

項の規定により、事業者は、危険又は有害な業務で、厚生労働省令で定めるも

のに労働者を就かせるときは、厚生労働省令で定めるところにより、当該業務

に関する安全又は衛生のための特別の教育を行わなければならないこととされ

ている。 

今般、労働安全衛生規則の一部を改正する省令（平成 25 年厚生労働省令第 125

号）による労働安全衛生規則（昭和 47 年労働省令第 32 号。以下「安衛則」と

いう。）の一部改正により、伐木等機械の運転の業務、走行集材機械の運転の業

務及び簡易架線集材装置の運転又は架線集材機械の運転の業務が特別教育を必

要とする業務に追加されることに伴い、これらの業務に従事する労働者に対す

る特別教育の内容を新たに規定するため、安全衛生特別教育規程（昭和 47 年労

働省告示第 92 号）の一部を改正したものである。 

 

第２ 細部事項 

１ 労働者に対する特別の教育が必要な業務に、伐木等機械の運転の業務、走

行集材機械の運転の業務及び簡易架線集材装置の運転又は架線集材機械の運

転の業務が追加されたことに伴い、これらの業務に従事する労働者に対する
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特別教育の内容を規定したこと。（第８条の２、第８条の３及び第９条の２関

係） 

２ 具体的には、次のとおり規定したこと。 

（１）伐木等機械の運転の業務に係る特別教育（第８条の２関係） 

ア 学科教育は、次に掲げる科目を、それぞれ掲げる時間以上行うものと

したこと。 

・ 伐木等機械に関する知識 １時間 

・ 伐木等機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法に

関する知識 １時間 

・ 伐木等機械の作業に関する知識 ２時間 

・ 伐木等機械の運転に必要な一般的事項に関する知識 １時間 

・ 関係法令 １時間 

イ 実技教育は、次に掲げる科目を、それぞれ掲げる時間以上行うものと

したこと。 

・ 伐木等機械の走行の操作 ２時間 

・ 伐木等機械の作業のための装置の操作 ４時間 

（２）走行集材機械の運転の業務に係る特別教育（第８条の３関係） 

ア 学科教育は、次に掲げる科目を、それぞれ掲げる時間以上行うものと

したこと。 

・ 走行集材機械に関する知識 １時間 

・ 走行集材機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法

に関する知識 １時間 

・ 走行集材機械の作業に関する知識 ２時間 

・ 走行集材機械の運転に必要な一般的事項に関する知識 １時間 

・ 関係法令 １時間 

イ 実技教育は、次に掲げる科目を、それぞれ掲げる時間以上行うものと

したこと。 

・ 走行集材機械の走行の操作 ３時間 

・ 走行集材機械の作業のための装置の操作 ３時間 

（３）簡易架線集材装置等の運転の業務に係る特別教育（第９条の２関係） 

ア 学科教育は、次に掲げる科目を、それぞれ掲げる時間以上行うものと

したこと。 

・ 簡易架線集材装置の集材機及び架線集材機械に関する知識 １時間 

・ 架線集材機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法

に関する知識 １時間 

・ 簡易架線集材装置及び架線集材機械の作業に関する知識 ２時間 

・ 簡易架線集材装置及び架線集材機械の運転に必要な一般的事項に関
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する知識 １時間 

・ 関係法令 １時間 

イ 実技教育は、次に掲げる科目を、それぞれ掲げる時間以上行うものと

したこと。 

・ 架線集材機械の走行の操作 １時間 

・ 簡易架線集材装置の集材機の運転及び架線集材機械の作業のための

装置の操作 ３時間 

・ ワイヤロープの取扱い ４時間 

３ 特別教育の科目の省略 

安衛則第 37 条の規定により、特別教育の科目の全部又は一部について十分

な知識及び経験を有していると認められる労働者については、当該科目につ

いての特別教育を省略することができることとされている。この規定に基づ

き、次のとおり特別教育の科目を省略することができるものであること。 

（１）伐木等機械の運転の業務に係る特別教育（第８条の２関係） 

ア 走行集材機械の運転の業務に係る特別教育の修了者については、「伐木

等機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知

識」、「伐木等機械の運転に必要な一般的事項に関する知識」及び「伐木

等機械の走行の操作」の科目を省略することができること。 

イ 簡易架線集材装置等の運転の業務に係る特別教育の修了者については、

「伐木等機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法に関

する知識」及び「伐木等機械の運転に必要な一般的事項に関する知識」

の科目を省略することができること。 

ウ 車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）運転技能講習、

車両系建設機械（基礎工事用）運転技能講習、車両系建設機械（解体用）

運転技能講習、不整地運搬車運転技能講習、小型車両系建設機械（整地・

運搬・積込み用及び掘削用）の運転の業務に係る特別教育、小型車両系

建設機械（基礎工事用）の運転の業務に係る特別教育、小型車両系建設

機械（解体用）の運転の業務に係る特別教育又は不整地運搬車の運転の

業務に係る特別教育の修了者については、「伐木等機械の走行の操作」の

科目を省略することができること。 

エ 適用日時点において、伐木等機械の運転の業務に６月以上従事した経

験を有する者については、実技教育の全部の科目を省略することができ

ること。 

オ 当省が実施した平成 23 年度「高性能林業機械運転従事者に対する安全

衛生教育手法開発事業」における試行教育（機械区分が「伐木造材機械」）

の修了者については、「関係法令」の科目を除き、学科教育及び実技教育

の全部の科目を省略することができること。 
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カ 適用日より前に、改正後の安全衛生特別教育規程第８条の２に規定す

る伐木等機械の運転の業務に係る特別教育の全部又は一部を受講した者

については、当該受講した科目を省略することができること。 

（２）走行集材機械の運転の業務に係る特別教育（第８条の３関係） 

ア 伐木等機械の運転の業務に係る特別教育の修了者については、「走行集

材機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知

識」の科目を省略することができること。 

イ 簡易架線集材装置等の運転の業務に係る特別教育の修了者については、

「走行集材機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法に

関する知識」及び「走行集材機械の運転に必要な一般的事項に関する知

識」の科目を省略することができること。 

ウ 平成３年 11 月 11 日付け基発第 646 号「林内作業車を使用する集材作

業に従事する者に対する安全教育について」に基づく安全教育の修了者

については、「関係法令」の科目を除き、学科教育の全ての科目を省略す

ることができること。 

エ 車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）運転技能講習、

車両系建設機械（基礎工事用）運転技能講習、車両系建設機械（解体用）

運転技能講習、不整地運搬車運転技能講習、小型車両系建設機械（整地・

運搬・積込み用及び掘削用）の運転の業務に係る特別教育、小型車両系

建設機械（基礎工事用）の運転の業務に係る特別教育、小型車両系建設

機械（解体用）の運転の業務に係る特別教育又は不整地運搬車の運転の

業務に係る特別教育の修了者については、「走行集材機械の走行の操作」

の科目を省略することができること。 

オ 適用日時点において、走行集材機械の運転の業務に６月以上従事した

経験を有する者については、実技教育の全部の科目を省略することがで

きること。 

カ 当省が実施した平成 23 年度「高性能林業機械運転従事者に対する安全

衛生教育手法開発事業」における試行教育（機械区分が「車両集材機械」）

の修了者については、「関係法令」の科目を除き、学科教育及び実技教育

の全部の科目を省略することができること。 

キ 適用日より前に、改正後の安全衛生特別教育規程第８条の３に規定す

る走行集材機械の運転の業務に係る特別教育の全部又は一部を受講した

者については、当該受講した科目を省略することができること。 

（３）簡易架線集材装置等の運転の業務に係る特別教育（第９条の２関係） 

ア 伐木等機械の運転の業務に係る特別教育の修了者については、「架線集

材機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知

識」及び「架線集材機械の走行の操作」の科目を省略することができる
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こと。 

イ 走行集材機械の運転の業務に係る特別教育の修了者については、「架線

集材機械の走行及び作業に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する

知識」及び「架線集材機械の走行の操作」の科目を省略することができ

ること。 

ウ 機械集材装置の運転の業務に係る特別教育の修了者については、「簡易

架線集材装置及び架線集材機械の作業に関する知識」及び「ワイヤロー

プの取扱い」の科目を省略することができること。 

エ 車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）運転技能講習、

車両系建設機械（基礎工事用）運転技能講習、車両系建設機械（解体用）

運転技能講習、不整地運搬車運転技能講習、小型車両系建設機械（整地・

運搬・積込み用及び掘削用）の運転の業務に係る特別教育、小型車両系

建設機械（基礎工事用）の運転の業務に係る特別教育、小型車両系建設

機械（解体用）の運転の業務に係る特別教育又は不整地運搬車の運転の

業務に係る特別教育の修了者については、「架線集材機械の走行の操作」

の科目を省略することができること。 

オ 適用日時点において、簡易架線集材装置等の運転の業務に６月以上従

事した経験を有する者については、実技教育の全部の科目を省略するこ

とができること。 

カ 当省が実施した平成 23 年度「高性能林業機械運転従事者に対する安全

衛生教育手法開発事業」における試行教育（機械区分が「架線集材機械」）

の修了者については、「関係法令」の科目を除き、学科教育及び実技教育

の全部の科目を省略することができること。 

キ 適用日より前に、改正後の安全衛生特別教育規程第９条の２に規定す

る簡易架線集材装置等の運転の業務に係る特別教育の全部又は一部を受

講した者については、当該受講した科目を省略することができること。 

（４）その他 

簡易架線集材装置等の運転の業務に係る特別教育の修了者については、

機械集材装置の運転の業務に係る特別教育を受ける場合に、「ワイヤロープ

の取扱い」の科目を省略することができること。 

 


